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東海層群の淡水貝類化石
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はじめに

伊勢湾周辺の丘陵地に分布している中新世から更新

世の非海成層は，三重県側で奄芸層群，知多半島で常

滑層群，瀬戸地域で瀬戸層群と呼ばれている.また，

これらをまとめて東海層群と呼ぶことがある.東海層

群からの貝類化石の研究は，奄芸層群から産出した

Viviparusの記録が最初で、ある (Yabe，1912). その後，

中村 (1925)，瀧本 (1935)，鈴木・大山 (1948)，赤嶺

ほか(1951)，荒木 (1952，1953)，赤嶺・安田 (1958)， 

上治(1958)，木村(1959)，Araki (1960)，和田 (1982)， 

竹村(1983)，Matsuoka(1985)，松岡(1985)，吉田(1990)，

川瀬・遠藤 (1998)などにより淡水貝化石が報告されて

いる.常滑層群の貝類化石の報告は，糸魚川(1971)ま

でなく，奄芸層群に比べて60年近くも遅いことになる.

その後，伊藤 (1983，1998)，松岡 (1985)の報告がある.

瀬戸層群からの淡水員化石は，これまで報告されてい

ない.東海層群の淡水員化石は，部分的な産出記録が

中心であり，全容の解明には至っていない.松岡(1985) 

が，奄芸層群と古琵琶湖層群伊賀累層との貝類群集の

類似性を指摘しているが，今後種記載と詳細な比較研

究が必要である.

本報告では，第114固化石研究会のシンポジウム「東

海湖 研究の現状J(2000年5月21日)で発表した内容を

踏まえ，東海層群の淡水貝類研究の現状についてまと

める.

東海層群の淡水貝類化石

1. 奄芸層群の貝類化石

東海層群の貝類研究は，奄芸層群産のViviparusの標

本がハンブルグの地質調査所に保管されていたことを

紹介したYabe(1912)にはじまる.この標本は， 1879-1881 

年の間，東京大学の教授を務めたゴッチェ (Gottsche，

c. c.)により収集されたものである.中村(1925)の日

本化石産地表に見られるように，奄芸層群の貝類化石

は早くから知られていたことになる.

楠原爽炭層(楠原累層)と亀山層(亀山累層)から

Viviparus (5inotaia) uryueI凶 skosasanusが(鈴木・大山，

1948)，亀山層からはVII匂 arus(5inotaia) uryuensis 

kosasanus， SemisuJcospira cf. multigranosa， Anodonta? sp. 

が報告されている(赤嶺ほか， 1951).赤嶺ほか(1951) 

のV.(5.) uryuensis kosasanusは， Matsuoka ( 1985)によ

り古琵琶湖層群から記載されたBellamyasuzukiiの可能

性が高い.荒木(1953)が神戸層(亀山累層)からAnodonta

sp.， Viviparus sp.を報告し，後者はAraki( 1960 )により

Viviparus strictusとして新種記載され， Matsuoka (1985) 

は本種を新属Igapaludina~こ帰属させた.亀山累層大谷

池火山灰層層準から，Igapaludina stricta， 5emisuJcospira 

(Biwamelania) praemu1tigranosa，“Inversidens" sp.， Ano-

donta sp.が報告されている(松岡， 1985).大泉累層か

らは，Viviparus (Viviparus) cf. histrica， Viviparus 

(Cipangopaludina) japonicus， 5emisulcospira sp.， 

Lymnium(J肝 ersidens) reiniana， Ur山 margaritifera，

Lanceolaria oxyrhynchaが報告されている(赤嶺・安田，

1958). 筆者は，楠原爽炭層の阿漕火山灰層の下位か

らIgapaludinastricta， 5emisulcospira (Biwamelania) 

praemultigranosa， Cuneopsis sp.を採集している.以上

を第 l図にまとめた.

2. 常滑層群の貝類化石

小瀬(1929)の常滑層群の初期の地質学的研究には貝
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第1図.奄芸層群産の貝類化石とその産出層準.

類化石の記録はなく，糸魚川(1 971 )が布土累層から

Viviparus sp.を報告しているのが最初である.松岡

(1985)は河和累層知多ピンク火山灰層下の層準から

Bellamya sp.， Cipangopaludina sp.， SemisuJcospira sp.， 

LamprotuJa sp.，“Lanceolaria" sp.，“Rectidens" sp.，“Oxynaia" 

sp.を，布土累層上部木場火山灰層の下位屑準から

Bellamya sp.， Semisulcospira sp.， Anodonta sp.，“Lanceolaria" 

sp.，‘Unio" sp.を報告している.伊藤 (1983)は，常滑市

周辺の布土累層からイシガイ科の三枚員化石やタニシ

科とカワニナ科の巻貝化石を報告している.筆者は，

布土累層下部の大谷火山灰層上位から Igapaludina

strictaを，布士累層に挟まれる岡田火山灰層と横須賀

火山灰層の聞からなapaludinastricta， SemisuJcospira sp.， 

Cipangopaludina sp.， Anodonta sp.，“lnversidens" sp.を，

名古屋市内の矢田川累層(布土累層相当層)から Semi-

sulcospira sp.を採集している.以上の記録をまとめる

と第2図となる.

東海層群の淡水貝類の特徴

これまで報告された東海層群の淡水貝類化石群集は，

常滑層群河和累層の知多ピンク火山灰層下の層準から

のものが最も古く(松岡， 1985)，およそ6Ma前のもの

となる(吉田ほか， 1997). この貝類群集は，古琵琶湖

層群の員類群集とは異なり，古琵琶湖に先行して誕生

した東海湖の初期の貝類群集と見ることができる.こ
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第2図.常i骨層群産の貝類化石とその産出層準.

こでこの群集を河和非海生軟体動物群 (Kouwanon 

marine molluscan fauna)と呼ぶことにする.

奄芸層群の楠原爽炭層・亀山累層と常滑層群布土累

屑の員類群集は，古琵琶湖層群の伊賀非海生軟体動物

群 1(Matsuoka， 1987)に相当するものである.東海湖

に先に出現した伊賀非海生軟体動物群 Iは，やがて古

琵琶湖へと分布を広げていったことを示している.常

i骨層群には，伊賀非j毎生軟体動物群 Iまでが確認され

ているが，それ以降の動物群の実態は分からない.奄

芸層群では市ノ原火山灰層層準からAnodontasp.が報

青されており(竹村， 1983)，伊賀非海生軟体動物群E

(Matsuoka， 1987)に所属する可能性がある .さらに

赤嶺・安田(1958)により報告された大泉累層の6種は，

占琵琶湖層群堅田累層下部の堅田非海生軟体動物群 I

(Matsuoka， 1987)に類似する種構成となっている.

東海層群の淡水貝類は，中新世後期に知多半島南部

地域に誕生した水域に最初に出現した.この時期の非

海生貝類群集は，日本の他の地域からは知られていな

い種構成をもっている.鮮新世前期の東海湖には伊賀

非海生軟体動物群 Iが棲み，やがて鈴鹿山脈の西に誕

生した古琵琶湖(伊賀湖)にも分布域を拡大していった.

東海湖に棲んでいた非海生軟体動物群は，養老地域の

堅田非海生軟体動物群 Iを最後に， 500万年以上続い

た湖の消滅とともに東海地域から消滅した.
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